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原爆犠牲者の御霊
み た ま

に，広島県民を代表して，謹んで哀悼の誠
まこと

を捧

げますとともに，今なお，後遺症で苦しんでおられる被爆者や，ご

遺族の方々に，心からお見舞い申し上げます。 

 

今年も 8月 6日を迎えました。あの日以来，72回目の夏です。 

「原爆という言葉を聞くのもいや，話すのもいや。原爆という言

葉を聞くと，熱い鉄板を押し当てられたようなあの瞬間が 甦
よみがえ

って

くる」 

爆心地から 1.4km離れた屋外で被爆し，夏服の皮膚が露出した部

分は火傷を負い，苦しみで 50日間は眠れなかったという女性が書か

れた手記に残されています。 

「原爆の日」は，多くの被爆者にいや応なく，「熱い鉄板を押し当

てられたような」記憶を呼び起こし，それを 72回も繰り返して今日

を迎えています。 

 

このような思いを抱えてこられた被爆者の方々が，近年，封印し

てきた記憶の証言を改めて始めておられます。 

それは，年を取る中で，今誰かに伝えなければ伝える機会を失っ

てしまうという焦りと同時に，核兵器廃絶への道筋が，72年の歳月

を経ても，未だに見えてこないという歯がゆさからきているように

思われます。 

思い出したくもない記憶を語ることで，被爆者自身が得をするこ

とは何一つありません。それでもなお，被爆者を突き動かしている

のは，「二度と，誰にもこのような思いをさせたくない」という気持

ちです。 

 

私たちは，被爆者の訴えが示す真実を，どこまで本当に認識でき

ているでしょうか。 
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辛くても伝えなければならないとは，逆に言えば，被爆者をそう

駆り立てるまでに原爆の地獄というものが凄
すさ

まじかったということ

に他なりません。地獄。人間の生の全体的破壊。「誰にもこのような

思いをさせてはならない。」究極の非人道的兵器である核兵器をめぐ

る政策は，このような現実に立脚しなければなりません。 

 

「究極の状況では，核兵器の使用も排除されない」というのは，

核兵器使用の現実を知らない，誤った政策です。絶対に使わない，

という前提に立つことが必要です。 

 

昨年，オバマ大統領は，ここ広島で，未来において，広島と長崎

が，核時代の始まった場所ではなく，人類が道徳的に目覚めた場所

として記憶されなければならない，とスピーチされました。その後，

私たちはどれだけ歩みを進められたでしょうか。 

先月，被爆者の苦痛に言及する核兵器禁止条約が，122 か国の賛

成により採択されました。一方で，核兵器国の一部は，核の近代化

を図るとともにその戦力強化を叫んでおり，条約には参加するどこ

ろか反発を強めています。また，北朝鮮は核兵器開発の手を止めよ

うともしていません。 

現状では，核兵器国と非核兵器国の分断が広がると同時に核兵器

の拡散は進み，「覚醒」はむしろ遠のいていないでしょうか。 

 

安全保障環境が厳しいと言われている今こそ，いかなる核兵器使

用も地獄を作り出すだけである，という現実に立ち返り，絶対に使

わないことを最終的に保証する唯一の手段である「廃絶」に向けて，

人類の叡智を集めるときです。 

日本政府には，この地獄の現実を潜
くぐ

り抜けた唯一の国として，そ

のリーダーとなっていただきたい。核兵器国と非核兵器国の分断を

埋め，核兵器廃絶への道のりを全ての国の力で進んでいくために必

要な，具体的な提案と行動を提示することをお願い申し上げます。 

 



私たちはオバマ大統領が指摘したように，恐怖の論理，すなわち

神話に過ぎない核抑止論から脱却し，「核兵器のない平和」というあ

るべき現実に転回しなければなりません。 

広島県としても，国際平和拠点ひろしま構想に基づき，核兵器廃

絶に向けて世界の知恵を集め，世界の指導者に被爆地訪問を呼びか

けるなど，できる限りの行動を取ってまいります。 

 

結びに，すべての被爆者に対する責務として，将来の世代に核兵

器を廃絶し，誰もが幸せで豊かに暮らせる平和な世界を残すことが

できるよう，世界の皆様と行動していくとともに，高齢化が進む国

内外の被爆者援護の更なる充実に全力を尽くすことを改めてここに

誓い，平和へのメッセージといたします。 
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